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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｅＮＢ（evolved　Node　B）のプロセッサ回路と、
　２５６直交振幅変調（２５６ＱＡＭ）が物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を介
する１又は複数のユーザ機器（ＵＥ）へのダウンリンク送信のために有効か否かを示すフ
ィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ情報要素（ＩＥ）を生成するために、前記プ
ロセッサ回路により実行される有効コンポーネントと、
　前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１又は複数のＵＥへ送信させるために、
前記プロセッサ回路により実行される送信コンポーネントと、
　前記ＰＭＣＨを介する前記１又は複数のＵＥへの前記ダウンリンク送信のために使用す
べき第１の変調符号化方式（ＭＣＳ）を示す、前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの
ｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択するために、前記プロセッサ回路により実行される
選択コンポーネントであって、前記値は、２５６ＱＡＭが有効か否かに基づく、選択コン
ポーネントと、
　を有する装置。
【請求項２】
　物理マルチキャスト制御チャネル（ＰＭＣＣＨ）を介する前記１又は複数のＵＥへのダ
ウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すためにｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣ
Ｓフィールドに情報を含むマルチブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するために、前記プロセッサ回路により実行さ
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れる制御情報コンポーネントと、
　有し、
　前記送信コンポーネントは、前記ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１
又は複数のＵＥへ送信させる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じである、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　使用すべき前記第１のＭＣＳを示すために前記選択コンポーネントにより前記ｄａｔａ
ＭＣＳフィールドのために選択される前記値は、ＴＳ３６．２１３を含む３ＧＰＰ技術仕
様（ＴＳ）に含まれる物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための第１の変調
及びトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）インデックステーブルの、又はＴＳ３６．
２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、
ＭＣＳインデックス値を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドに、２５
６ＱＡＭが有効でないことを示させ、前記１又は複数のＵＥは、前記第１の変調及びＴＢ
Ｓインデックステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値に基づき、６以下の変調次数を含
む前記ダウンリンク送信のために使用すべき前記第１のＭＣＳを決定するよう構成される
、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドに、２５
６ＱＡＭが有効であることを示させ、前記１又は複数のＵＥは、前記第２の変調及びＴＢ
Ｓインデックステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値に基づき、少なくとも８の変調次
数を有する前記ダウンリンク送信のために使用すべき前記第１のＭＣＳを決定するよう構
成される、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　物理マルチキャスト制御チャネル（ＰＭＣＣＨ）を介する前記１又は複数のＵＥへのダ
ウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すためにｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣ
Ｓフィールドに情報を含むマルチブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するために、前記プロセッサ回路により実行さ
れる制御情報コンポーネントと、
　有し、
　前記送信コンポーネントは、前記ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１
又は複数のＵＥへ送信させる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じである、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　ＬＴＥ－Ａ（Long　Term　Evolution－Advanced）を含む１又は複数の３ＧＰＰ（３rd
　Generation　Partnership　Project）ＬＴＥ標準に準拠して動作可能なｅＮＢ（evolve
d　Node　B）において、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を介する１又は複数の
ユーザ機器（ＵＥ）へのダウンリンク送信のために２５６直交振幅変調（ＱＡＭ）が有効
か否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ情報要素（ＩＥ）を生成する
ステップと、
　前記ＰＭＣＨを介する前記１又は複数のＵＥへの前記ダウンリンク送信のために使用す
べき第１の変調符号化方式（ＭＣＳ）を示す、前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの
ｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択するステップであって、前記値は、２５６ＱＡＭが
有効か否かに基づく、ステップと、
　前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１又は複数のＵＥへ送信するステップと
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、
　を有する方法。
【請求項１０】
　前記ｅＮＢにおいて、物理マルチキャスト制御チャネル（ＰＭＣＣＨ）を介する前記１
又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すためにｓｉ
ｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドに情報を含むマルチブロードキャストマルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳ）－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するステップと、
　前記ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１又は複数のＵＥへ送信するス
テップと、
　を有する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　使用すべき前記第１のＭＣＳを示す前記ｄａｔａＭＣＳフィールドのために選択される
前記値は、ＴＳ３６．２１３を含む３ＧＰＰ技術仕様（ＴＳ）に含まれる物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための第１の変調及びトランスポートブロックサイズ（
ＴＢＳ）インデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのため
の第２の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を有する、請求
項９に記載の方法。
【請求項１３】
　２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドは、２５６ＱＡＭが有効でないことを
示し、
　２６以下のＴＢＳインデックスを含む、前記ダウンリンク送信のために使用すべき前記
第１のＭＣＳを決定するために、前記第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及び前
記ＭＣＳインデックス値を使用するステップ、
　を有する請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドは、２５６ＱＡＭが有効であることを
示し、
　少なくとも２５のＴＢＳインデックスを含む、前記ダウンリンク送信のために使用すべ
き前記第１のＭＣＳを決定するために、前記第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル
及び前記ＭＣＳインデックス値を使用するステップ、
　を有する請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　ｅＮＢ（evolved　Node　B）のプロセッサに請求項９乃至１４のいずれか一項に記載の
方法を実行させるコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　ＬＴＥ－Ａ（Long　Term　Evolution－Advanced）を含む１又は複数の３ＧＰＰ（３rd
　Generation　Partnership　Project）ＬＴＥ標準に準拠して動作可能なｅＮＢ（evolve
d　Node　B）のプロセッサに、
　物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を介する１又は複数のユーザ機器（ＵＥ）へ
のダウンリンク送信のために２５６直交振幅変調（２５６ＱＡＭ）が有効か否かを示すフ
ィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ情報要素（ＩＥ）を生成させ、
　前記ＰＭＣＨを介する前記１又は複数のＵＥへの前記ダウンリンク送信のために使用す
べき第１の変調符号化方式（ＭＣＳ）を示す、前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの
ｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択させ、前記値は、２５６ＱＡＭが有効か否かに基づ
き、
　前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１又は複数のＵＥへ送信させる、
　コンピュータプログラム。
【請求項１７】
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　前記プロセッサに、さらに、
　物理マルチキャスト制御チャネル（ＰＭＣＣＨ）を介する前記１又は複数のＵＥへのダ
ウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すためにｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣ
Ｓフィールドに情報を含むマルチブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成させ、
　前記ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを前記１又は複数のＵＥへ送信させる
、
　請求項１６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　使用すべき前記第１のＭＣＳを示す前記ｄａｔａＭＣＳフィールドのために選択される
前記値は、ＴＳ３６．２１３を含む３ＧＰＰ技術仕様（ＴＳ）に含まれる物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための第１の変調及びトランスポートブロックサイズ（
ＴＢＳ）インデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨの第２
の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を有する、請求項１６
に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記プロセッサに、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドを用いて、２５６
ＱＡＭが有効でないことを示させ、前記１又は複数のＵＥは、前記第１の変調及びＴＢＳ
インデックステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値に基づき、６以下の変調次数を前記
ダウンリンク送信のために使用すべき前記第１のＭＣＳとして決定するよう構成される、
請求項１８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記プロセッサに、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドを用いて、２５６
ＱＡＭが有効であることを示させ、前記１又は複数のＵＥは、前記第１の変調及びＴＢＳ
インデックステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値に基づき、少なくとも８の変調次数
を前記ダウンリンク送信のために使用すべき前記第１のＭＣＳとして決定するよう構成さ
れる、請求項１８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　ＬＴＥ－Ａ（Long　Term　Evolution－Advanced）を含む１又は複数の３ＧＰＰ（３rd
　Generation　Partnership　Project）ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）標準に準拠し
て動作可能なユーザ機器（ＵＥ）のプロセッサ回路と、
　１又は複数のｅＮＢ（evolved　Node　B）からの物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣ
Ｈ）を介するダウンリンク送信を受信するために２５６直交振幅変調（２５６ＱＡＭ）が
有効か否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ情報要素（ＩＥ）を、前
記１又は複数のｅＮＢから受信するために、前記プロセッサ回路により実行される受信コ
ンポーネントと、
　２５６ＱＡＭが有効か否かを決定するために、前記プロセッサ回路により実行される有
効コンポーネントと、
　前記ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの中で示される値
に基づき、及び２５６ＱＡＭが有効であると決定されるか否かに基づき、前記ＰＭＣＨを
介するダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１の変調符号化方式（ＭＣＳ）を
決定するために、前記プロセッサ回路により実行される決定コンポーネントと、
　前記１又は複数のｅＮＢから前記ＰＭＣＨを介する前記ダウンリンク送信を受信するよ
う前記第１のＭＣＳを使用するために、前記プロセッサ回路により実行されるＭＣＳコン
ポーネントと、
　を有する装置。
【請求項２２】
　前記受信コンポーネントは、物理マルチキャスト制御チャネル（ＰＭＣＣＨ）を介する
前記１又は複数のｅＮＢからのダウンリンク送信を受信するために使用すべき第２のＭＣ
Ｓを示すｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドに情報を含むマルチブロードキャストマ
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ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを受信し、
　前記ＭＣＳコンポーネントは、前記１又は複数のｅＮＢから前記ＰＭＣＣＨを介する前
記ダウンリンク送信を受信するために前記第２のＭＣＳを使用する、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ｄａｔａＭＣＳフィールドの中で示される前記値は、ＴＳ３６．２１３を含む３Ｇ
ＰＰ技術仕様（ＴＳ）に含まれる物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のための
第１の変調及びトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）インデックステーブルの、又は
ＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴＢＳインデックステ
ーブルの、ＭＣＳインデックス値を有する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドは、２５６ＱＡＭが有効でないことを
示し、
　前記決定コンポーネントは、前記ＰＭＣＨを介する前記ダウンリンク送信を受信するた
めに使用すべき前記第１のＭＣＳを決定するために、前記第１の変調及びＴＢＳインデッ
クステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値を使用し、前記第１のＭＣＳは６以下の変調
次数を有する、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　２５６ＱＡＭが有効か否かを示す前記フィールドは、２５６ＱＡＭが有効であることを
示し、
　前記決定コンポーネントは、前記ＰＭＣＨを介する前記ダウンリンク送信を受信するた
めに使用すべき前記第１のＭＣＳを決定するために、前記第２の変調及びＴＢＳインデッ
クステーブル及び前記ＭＣＳインデックス値を使用し、前記第１のＭＣＳは少なくとも８
の変調次数を有する、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　請求項１５に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体。
【請求項２７】
　請求項１６乃至２０のいずれか一項に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願］
　本願は、米国特許仮出願番号第６１／９９０，６３９号、２０１４年５月８日出願の優
先権を主張する米国特許出願番号第１４／５６４，６８２号、２０１４年１２月９日出願
の優先権を主張する。これらの出願は、参照により全体がここに組み込まれる。
【０００２】
　本願明細書に記載の例は、概して、無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークは、高密度ユーザ機器（ＵＥ）のシナリオに関連する容量問題を
解決するようスモールセルをサポートし又はそれにサービスするために、基地局を展開し
得る。スモールセルの基地局からダウンリンク送信を受信するＵＥについての高ジオメト
リ又は信号対雑音比（signal－to－noise　ratio：ＳＮＲ）は、より高次の変調方式を可
能にする。これらの高次の変調方式は、６４直交振幅変調、又は６４ＱＡＭの標準的ピー
クより高いことがある。６４ＱＡＭは、基地局と１又は複数のＵＥとの間でマルチキャス
トトラフィックチャネル（multicast　traffic　channel：ＭＴＣＨ）を運ぶ物理マルチ
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キャストチャネル（physical　multicast　channel：ＰＭＣＨ）送信のピークとして設定
される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】システムの一例を示す。
【図２】例示的な物理マルチキャストチャネル情報リスト（PMCH－InfoList）情報要素（
ＩＥ）を示す。
【図３】例示的なマルチブロードキャストシングル周波数ネットワークエリア情報リスト
（MBSFN－ArealnfoList）ＩＥを示す。
【図４】例示的なインデックステーブルを示す。
【図５】例示的な第２のインデックステーブルを示す。
【図６】第１の装置の例示的なブロック図を示す。
【図７】第１のロジックフローの一例を示す。
【図８】第１の記憶媒体の一例を示す。
【図９】第２の装置の例示的なブロック図を示す。
【図１０】第２のロジックフローの一例を示す。
【図１１】第２の記憶媒体の一例を示す。
【図１２】装置の一例を示す。
【図１３】ブロードバンド無線アクセスシステムの一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　例は、概して、無線モバイル電気通信セルラ又は無線モバイルブロードバンド技術の使
用を含み得る改善を対象とする。無線モバイルブロードバンド技術は、１又は複数の第三
世代（３Ｇ）、第四世代（４Ｇ）、又は来る第５世代（５Ｇ）無線標準、改訂版、後継、
及び変形のような、無線装置又はユーザ機器（ＵＥ）と共に使用するのに適する任意の無
線技術を含み得る。無線モバイルブロードバンド技術の例は、限定ではなく、ＩＥＥＥ（
Institute　of　Electrical　and　Electronics　Engineer）８０２．１６ｍ及び８０２
．１６ｐ標準、３ＧＰＰ（３rd　Generation　Partnership　Project）ＬＴＥ（Long　Te
rm　Evolution）及びＬＴＥ－Ａ（LTE－Advanced）標準、並びにＩＭＴ－ＡＤＶ（Intern
ational　Mobile　Telecommunications　Advanced）標準、これらの改訂、後継、及び変
形を含む、のうちの任意のものを含み得る。他の適切な例は、限定ではなく、ＧＳＭ（Gl
obal　System　for　Mobile　Communications）／ＥＤＧＥ（Enhanced　Data　Rates　fo
r　GSM　Evolution）技術、ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System
）／ＨＳＰＡ（High　Speed　Packet　Access）技術、ＷｉＭＡＸ（Worldwide　Interope
rability　for　Microwave　Access）若しくはＷｉＭＡＸ　ＩＩ技術、ＣＤＭＡ（Code　
Division　Multiple　Access）２０００システム技術（例えば、ＣＤＭＡ２０００　１ｘ
ＲＴＴ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＣＤＭＡ　ＥＶ－ＤＶ、等）、ＥＴＳＩ（Euro
pean　Telecommunications　Standards　Institute）ＢＲＡＮ（Broadband　Radio　Acce
ss　Networks）により策定されるＨＩＰＥＲＭＡＮ（High　Performance　Radio　Metrop
olitan　Area　Network）技術、ＷｉＢｒｏ（Wireless　Broadband）技術、ＧＳＭ／ＧＰ
ＲＳ（GSM　with　General　Packet　Radio　Service　system）技術、ＨＳＤＰＡ（High
　Speed　Downlink　Packet　Access）技術、ＨＳＯＰＡ（OFDM(High　Speed　Orthogona
l　Frequency－Division　Multiplexing）Packet　Access)技術、ＨＳＵＰＡ（High－Spe
ed　Uplink　Packet　Access）システム技術、ＬＴＥ／ＳＡＥ（System　Architecture　
Evolution）の３ＧＰＰ　Rel．８、９、１０、１１又は１２、等を含みうる。例は、この
文脈に限定されない。
【０００６】
　例として及び限定ではなく、種々の例が、３ＧＰＰ　ＵＴＲＡＮ（Universal　Terrest
rial　Radio　Access　Network）、３ＧＰＰ　Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved　Universal　Te
rrestrial　Radio　Access　Network）、及びＵＭＴＳとＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃ
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ｅｄ技術仕様（ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの場合、集合的に技術仕様（Technica
l　Specifications）の３６シリーズによる「３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様」）の３ＧＰＰスー
ツのような種々の３ＧＰＰ無線アクセスネットワーク（radio　access　network：ＲＡＮ
）、並びに、ＩＥＥＥ８０２．１６－２００９標準及び８０２．１６－２００９、８０２
．１６ｈ－２０１０、８０２．１６ｍ－２０１１を統合する「８０２．１６Ｒｅｖ３」と
して参照されるＩＥＥＥ８０２．１６標準の現在の第３改訂、及びＩＥＥＥ　Ｐ８０２．
１６．１ｂ／Ｄ２　２０１２年１月の名称「Draft　Amendment　to　IEEE　Standard　fo
r　Wireless　MAN－Advanced　Air　Interface　for　Broadband　Wireless　Access　Sy
stems,　Enhancements　to　Support　Machine－to－Machine　Applications」を含むＩ
ＥＥＥ８０２．１６ｐドラフト標準のようなＩＥＥＥ８０２．１６標準、及び３ＧＰＰ　
ＬＴＥ仕様及びＩＥＥＥ８０２．１６標準の任意のドラフト、改訂版、又は変形を特に参
照して記載され得る。幾つかの実施形態は、例として及び限定ではなく、３ＧＰＰ　ＬＴ
Ｅ仕様又はＩＥＥＥ８０２．１６標準システムとして記載され得るが、他の種類の通信シ
ステムが種々の他の種類のモバイル通信システム及び標準として実施され得ることが明ら
かである。例は、この文脈に限定されない。
【０００７】
　本開示において熟慮されるように、６４ＱＡＭより上の高次変調方式は、スモールセル
の基地局又はｅＮＢによりサービスされる領域の範囲内に位置するＵＥにとって可能であ
り得る。幾つかの例では、スモールセルのｅＮＢは、ＭＢＳＦＮ（multi－broadcast　si
ngle　frequency　network）又はｅＭＢＭＳ（evolved　multi－broadcast　multicast　
service）をサポートするよう構成されても良い。ｅＮＢは、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複
数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に従い動作するよう構成されても良く、ＵＥへのダウンリンク
送信のためにＰＭＣＨ（physical　multicast　channel）を利用しても良い。これらの例
では、ｅＮＢは、同じデータを同時に複数のＵＥへ、これらのＵＥとＰＭＣＨを介して送
信しても良い。これらの例でも、複数のＬＴＥ－Ａ準拠ｅＮＢは、同じデータを同時に１
又は複数のＵＥへ、同じ時間周波数リソースを用いて、これらの１又は複数のＵＥとＰＭ
ＣＨを介して送信しても良い。
【０００８】
　ニュース配信アプリケーションのための高解像度ビデオのマルチキャスト又はブロード
キャスト、又はマルチプレイヤのゲームアプリケーションのサポートの例示的な使用シナ
リオは、ＰＭＣＨを介するｅＮＢからのダウンリンク送信に益々高いデータスループット
要求を課す場合がある。これらのスループット要求が増大するにつれ、６４ＱＡＭのピー
ク（例えば、２５６ＱＡＭ）より高いダウンリンク送信のための変調方式に対する要求は
、これらのより高いデータスループット要求を良好に満たすために、高いＵＥ密度のシナ
リオにおいて必要不可欠な場合がある。上述の及び他の課題に関し、本願明細書に記載さ
れる例が必要である。
【０００９】
　幾つかの最初の例では、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰＬＴＥ標準に従い動作
可能なｅＮＢにおいて、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のため
に２５６ＱＡＭが有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ
情報要素（ＩＥ）を生成するステップを含む技術が実施されても良い。これらの技術は、
ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第１の変調
符号化方式（modulation　coding　scheme：ＭＣＳ）を示すＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ
　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択するステップを更に有しても良い。値は、
２５６ＱＡＭが有効か否かに基づいても良い。これらの技術は、１又は複数のＵＥへＰＭ
ＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを送信するステップを更に有しても良い。
【００１０】
　幾つかの第２の例では、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰＬＴＥ標準に従い動作
可能なＵＥにおいて、ＰＭＣＨを介して１又は複数のｅＮＢからダウンリンク送信を受信
するために２５６ＱＡＭが有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－Ｉｎｆｏ
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Ｌｉｓｔ　ＩＥを、１又は複数のｅＮＢから受信する技術が実施されても良い。これらの
技術は、２５６ＱＡＭが有効か否かを決定するステップを更に有しても良い。これらの技
術は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値
に基づき、及び２５６ＱＡＭが有効であると決定されたか否かに基づき、ＰＭＣＨを介し
てダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するステップを更に
有しても良い。これらの技術は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウンリンク
送信を受信するために第１のＭＣＳを使用するステップを更に有しても良い。
【００１１】
　図１は、例示的なシステム１００を示す。幾つかの例では、システム１００は、ＬＴＥ
－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に従い動作するよう構成されても良い。こ
れらの例では、図１に示すように、システム１００は、ＵＥ１１０、１２０、１３０、１
４０、及びｅＮＢ１５０、１６０、１７０を有しても良い。図１は、個々のＵＥ１１０、
１２０、１３０との、ＰＭＣＨ１８０－１～１８０－３と、物理マルチキャスト制御チャ
ネル（physicalmulticast　control　channel：ＰＭＣＣＨ）１９０－１～１９０－３と
、を有するｅＮＢ１５０も示す。図１は、ＵＥ１３０とのＰＭＣＨ１８０－４とＰＭＣＣ
Ｈ１９０－４とを有するｅＮＢ１６０も示す。図１は、個々のＵＥ１３０及び１４０との
、ＰＭＣＨ１８０－５、１８０－ｎ（ここで、「ｎ」は５より大きい任意の正の全整数で
ある）と、ＰＭＣＣＨ１９０－５、１９０－ｎと、を有するｅＮＢ１６０も示す。
【００１２】
　幾つかの例によると、ｅＮＢ１５０は、個々のＰＭＣＨ１８０－１、１８０－２、１８
０－３を介してＵＥ１１０、１２０、１３０へ、ほぼ同時に同じデータを送信（マルチキ
ャスト又はマルチブロードキャスト）可能であっても良い。これらの例では、ｅＮＢ１５
０は、個々のＰＭＣＣＨ１９０－１、１９０－２、１９０－３を介してＵＥ１１０、１２
０、１３０へ制御情報をマルチキャスト可能であっても良い。幾つかの例では、ｅＮＢ１
７０は、個々のＰＭＣＨ１８０－５及び１８０－ｎを介してＵＥ１３０及び１４０へデー
タをマルチキャストし、個々のＰＭＣＣＨ１９０－５及び１９０－ｎを介して制御情報を
マルチキャストすることが可能であっても良い。
【００１３】
　幾つかの例では、ｅＮＢ１５０、１６０、１７０は、個々のＰＭＣＨ１８０－３、１８
０－４、１８０－５を介してＵＥ１３０へ、データをマルチキャスト可能であっても良い
。これらの例では、ｅＮＢ１５０、１６０、１７０は、個々のＰＭＣＣＨ１９０－３、１
９０－４、１９０－５を介してＵＥ１３０へ、制御情報をマルチキャスト可能であっても
良い。
【００１４】
　以下に更に記載されるように、ｅＮＢ１５０、１６０、１７０のようなｅＮＢは、ＰＭ
ＣＨを介するｅＮＢとのダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するた
めに、ＵＥ１１０、ＵＥ１２０、ＵＥ１３０又はＵＥ１４０のようなＵＥにおけるロジッ
ク及び／又は機能に、ＵＥの情報を示し得るＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成可
能なロジック及び／又は機能を有しても良い。また、以下に更に記載されるように、ｅＮ
Ｂは、ＰＭＣＣＨを介するｅＮＢとのダウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳ
を決定するために、ＵＥにおけるロジック及び／又は機能にＵＥの情報を示し得るＭＢＭ
Ｓ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成可能なロジック及び／又は機能も有しても良
い。
【００１５】
　幾つかの例によると、ＵＥ１１０、１２０、又は１３０は、無線能力又は機器を有する
任意の電子装置であっても良い。幾つかの例では、ＵＥ１１０は、固定又はモバイル装置
の中に実装されても良い。固定装置は、概して、固定され、静止して、永久的に又はその
他の場合には時間に渡り変化しない非移動位置若しくは場所に存在するよう設計される電
子装置を表す。例えば、固定装置は、有線電力線、送信線、等を含み、動きを禁止するた
めに固定具、取り付け具、筐体と共に設置されても良い。これに対し、モバイル装置は、
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時間に渡り様々な場所の間を頻繁に移動するために充分にポータブルに設計される。固定
装置は概して静止しているが、幾つかの固定装置は、第１の固定位置にあるそれらの現在
の機器から切断され、第２の固定位置へ移動され、第２の固定位置において機器に接続さ
れても良いことが理解される。
【００１６】
　図２は、例示的なＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００を示す。幾つかの例では、
ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００は、ＬＴＥ／ＳＡＥ（System　Architecture　
Evolution）の３ＧＰＰ　Ｒｅｌ．１２に関連するＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの
部分を含む。図２に示すように、これらの位置は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの
フィールドの多くで「ｒ１２」により示される。これらの例では、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬ
ｉｓｔ　ＩＥ２００は、以下ではＴＳ３６．３３１として参照されるＴＳ３６．３３１Ｖ
１２．３．０、「３GPP;　TS　Group　Radio　Access　Network　(RAN);　E－UTRA;　Rad
io　Resource　Control　(RRC);　Protocol　specification　(Release　１２),　publis
hed　September　２０１４」を含むために、１又は複数の３ＧＰＰ技術仕様（ＴＳ）で定
められるようにフィールドを含み得る。本開示はＲｅｌ．１２に限定されないが、ＬＴＥ
／ＳＡＥのＲｅｌ．１２及び／又はＴＳ３６．３３１の以降のリリースも想定される。
【００１７】
　幾つかの例によると、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００のフィールドは、２５
６ＱＡＭがＰＭＣＨを介するｅＮＢから１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために
有効か否かを示すよう構成されても良い。ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００のこ
のフィールドは、図２に太字で「２５６ＱａｍＥｎａｂｌｅｄ－ｒ１２」として示される
。図２に示すようなブールデータ型は、２５６ＱＡＭが有効か無効かを示すために使用さ
れても良い。例えば、「ＴＲＵＥ（真）」のブール値は、２５６ＱＡＭが有効であること
を示しても良く、「ＦＡＬＳＥ（偽）」のブール値は、２５６ＱＡＭが有効ではないこと
を示しても良い。
【００１８】
　幾つかの例では、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００のｄａｔａＭＣＳフィール
ドは、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべきＭＣ
Ｓを示すよう構成されても良い。これらの例では、ｄａｔａＭＣＳフィールドの整数（Ｉ
ＮＴＥＧＥＲ）部分の値は、２５６ＱＡＭが有効か又は有効ではないかに基づいても良い
。ｄａｔａＭＣＳフィールドの整数（ＩＮＴＥＧＥＲ）部分の値は、ｅＮＢにあるロジッ
ク及び／又は機能により選択されても良い。値は、どんな変調次数がダウンリンク送信に
使用されるＭＣＳに適用されるかを示し得るパラメータＩＭＣＳのＭＣＳインデックス値
を参照し又は示しても良い。以下に更に記載されるように、パラメータＩＭＣＳは、以下
でＴＳ３６．２１３として参照されるＴＳ３６．２１３Ｖ１２．３．０、「３GPP;　TS　
Group　RAN;　E－UTRA;　Physical　layer　procedures　(Release　１２),　published
　September　２０１４」を含むために、３ＧＰＰ　ＴＳの中の所与のテーブルを参照し
ても良い。
【００１９】
　図３は、例示的なＭＢＳＦＮ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔを示す。幾つかの例では、図
３に示すように、ＭＢＳＦＮ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ３００は、フィールドの
多くにおいて「ｒ１２」を示す。これらの例では、ＭＢＳＦＮ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓ
ｔ　ＩＥ３００は、ＴＳ３６．３３１を含むために、１又は複数の３ＧＰＰ　ＴＳにおい
て示されるようなフィールドを含んでも良い。本開示はＲｅｌ．１２に限定されないが、
ＬＴＥ／ＳＡＥのＲｅｌ．１２及び／又はＴＳ３６．３３１の以降のリリースも想定され
る。
【００２０】
　幾つかの例によると、ＭＢＳＦＮ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ３００のフィール
ドは、ｅＮＢと１又は複数のＵＥとの間のＰＭＣＣＨを介するダウンリンク送信のための
ＭＣＳを示すために情報を含むよう構成されても良い。ＭＢＳＦＮ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬ
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ｉｓｔ　ＩＥ３００のこのフィールドは、図３に太字で「ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳ」
として示される。これらの例では、ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドのＥＮＵＭＥ
ＲＡＴＥＤ部分の中の値は、ＰＭＣＣＨを介するダウンリンク送信のためのＭＣＳを示す
ために、ｅＮＢにおけるロジック及び／又は機能により選択されても良い。
【００２１】
　幾つかの例では、図３に示すように太字の「ｎｘ」のＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ値は、６４
ＱＡＭより高次のものが使用される場合のために予約されても良い。これらの例では、ｓ
ｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドｎｘに含まれるＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ値は、６より
大きい変調次数のパラメータＩＭＣＳのＭＣＳインデックス値を参照し又は示しても良い
。例えば、６の変調次数は６４ＱＡＭのためであり、８の変調次数は２５６ＱＡＭのため
である。以下に更に記載するように、２５６ＱＡＭがＰＭＣＣＨを介するダウンリンク送
信のために使用されているか否かに依存して、ＴＳ３６．２１３の中の所与のテーブルは
、どんな変調次数が使用されるべきかを決定するために使用されても良い。また、幾つか
の例では、図３に示すように、ｎ２、ｎ７、ｎ１３、ｎ１９のＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ値は
、６以下の変調次数のためのＭＣＳインデックス値を有しても良い。したがって、これら
の例では、ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ値ｎｘの中の「ｘ」は、６より大きい変調次数のＭＣＳ
インデックス値を表し得る。
【００２２】
　図４は、第１のインデックステーブルの一例を示す。幾つかの例では、図４に示すよう
に、第１のインデックステーブルは、インデックステーブル４００を含む。図４に示すイ
ンデックステーブル４００は、２５６ＱＡＭが（例えばＰＭＣＨのために）有効ではない
、又は（例えばＰＭＣＣＨのために）オプションではないときのためであっても良い。こ
れらの例では、インデックステーブル４００は、ＴＳ３６．２１３で定められるｔａｂｌ
ｅ７．１．７．１－１：Modulation　and　TBS　index　table　for　physical　downlin
k　shared　channel　(PDSCH)と実質的に同様であっても良い。インデックステーブル４
００は、ｅＮＢと１又は複数のＵＥとの間の又は１又は複数のｅＮＢとＵＥとの間のＰＭ
ＣＨ又はＰＭＣＣＨを介してダウンリンク送信のために使用され得る２（４ＱＡＭ）から
６（６４ＱＡＭ）の変調次数（Ｑｍ）を参照するＭＣＳインデックス値１～３１を有する
。幾つかの例によると、２６以下のＴＢＳインデックスは、高くて６（６４ＱＡＭ）及び
低くて２（４ＱＡＭ）の変調次数を示しても良い。
【００２３】
　図５は、第２のインデックステーブルの一例を示す。幾つかの例では、図５に示すよう
に、第２のインデックステーブルは、インデックステーブル５００を含む。図５に示すイ
ンデックステーブル５００は、２５６ＱＡＭが（例えばＰＭＣＨのために）有効である、
又は（例えばＰＭＣＣＨのために）オプションであるときのためであっても良い。これら
の例では、インデックステーブル５００は、ＴＳ３６．２１３で定められるｔａｂｌｅ７
．１．７．１－１Ａ：Modulation　and　TBS　index　table　２　for　PDSCHと実質的に
同様であっても良い。インデックステーブル５００は、ＭＣＳインデックス値２０～２７
において、より高い変調次数を有する、ＭＣＳインデックス値１～３１を有する。図５に
示すように、ＭＣＳインデックス値２０～２７は、８（２５６ＱＡＭ）の変調次数を有す
る。これらのより高い変調次数は、２５６ＱＡＭが有効であるとき、ｅＮＢと１又は複数
のＵＥとの間の又は１又は複数のｅＮＢとＵＥとの間のＰＭＣＨ又はＰＭＣＣＨを介する
ダウンリンク送信のために使用されても良い。幾つかの例では、少なくとも２５のＴＢＳ
インデックスは、８（２５６ＱＡＭ）の変調次数を示しても良い。
【００２４】
　幾つかの例によると、ｅＮＢにおけるロジック及び／又は機能は、ＰＭＣＨ－Ｉｎｆｏ
Ｌｉｓｔ　ＩＥ２００の形式でＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良く、Ｐ
ＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために２５６ＱＡＭが有効であ
ることを２５６ＱａｍＥｎａｂｌｅｄフィールドの中で示しても良い。これらの例では、
２５６ＱＡＭが有効なので、６より大きい変調値がインデックステーブル５００に含まれ
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るように、インデックステーブル５００が使用されても良い。また、これらの例では、ｅ
ＮＢにおけるロジック及び／又は機能は、また、テーブル５００の中のＭＣＳインデック
ス値２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６又は２７を参照するｄａｔａＭＣＳフィ
ールドの値を選択しても良い。図５に示すように、インデックステーブル５００のこれら
のＭＣＳインデックス値の全部は、８（２５６ＱＡＭ）の変調次数を有する。本開示は、
ＭＣＳを決定するために使用される所与のインデックステーブルの２０、２１、２２、２
３、２４、２５、２６又は２７のみを指すＭＣＳインデックス値を参照する値に限定され
ない。他のＭＣＳインデックス値を参照する他の値は、それらのＭＣＳインデックス値が
少なくとも８の変調次数を示す限り、考えられる。
【００２５】
　幾つかの例では、ｅＮＢにおけるロジック及び／又は機能は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉ
ｓｔ　ＩＥ２００の形式でＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良く、ＰＭＣ
Ｈを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために２５６ＱＡＭが有効ではない
ことを２５６ＱａｍＥｎａｂｌｅｄフィールドの中で示しても良い。これらの例では、２
５６ＱＡＭが有効ではないので、インデックステーブル４００がインデックステーブル５
００の代わりに使用される。また、これらの例では、ｅＮＢにおけるロジック及び／又は
機能は、また、ＭＣＳインデックス値１～３１のうちのいずれかを参照するｄａｔａＭＣ
Ｓフィールドの値を選択しても良い。図４に示すように、インデックステーブル４００の
これらのＭＣＳインデックス値は、６以下の変調次数を有する。
【００２６】
　幾つかの例によると、ｅＮＢにおけるロジック及び／又は機能は、ＭＢＭＳ－Ａｒｅａ
ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ３００の形式でＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生
成しても良く、ＭＣＳインデックス値を示す又は参照するＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ部分の中
の値をｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中で示しても良い。これらの例では、ｅ
ＮＢは、６より大きいより高い変調次数を使用可能であっても良い。したがって、インデ
ックステーブル５００は、ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ部分の中の値に基づき、どんな変調次数
を使用すべきかを決定するために使用されても良い。例えば、８（２５６ＱＡＭ）の変調
次数が選択された場合、ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ部分のｎｘの「ｘ」は、２０、２１、２２
、２３、２４、２５、２６、又は２７の値を有しても良い。変調次数が６（６４ＱＡＭ）
のような、より低い値であった場合、ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ部分はｎ１３又はｎ１９の値
を有しても良い。変調次数が２（４ＱＡＭ）であった場合、ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ部分は
ｎ２又はｎ７の値を有しても良い。
【００２７】
　図６は、例示的な第１の装置のブロック図を示す。図６に示すように、例示的な第１の
装置は、装置６００を含む。図６に示す装置６００は、限られた数の要素を特定のトポロ
ジで有するが、所与の実施の必要に応じて装置６００はより多くの又は少ない要素を別の
トポロジで有しても良いことが理解される。
【００２８】
　装置６００は、１又は複数のソフトウェアコンポーネント６２２－ａを実行するよう構
成されるプロセッサ回路６２０を備えるコンピュータにより実装される装置６００を有し
ても良い。留意すべき価値のある点は、「ａ」、「ｂ」、「ｃ」及び本願明細書で用いら
れる同様の指示子は、任意の正整数を表す変数であると意図されることである。したがっ
て、例えば、実装がａ＝４に値を設定した場合、ソフトウェアコンポーネント６２２－ａ
の完全なセットは、コンポーネント６２２－１、６２２－２、６２２－３、又は６２２－
４を有し得る。例は、この文脈に限定されない。
【００２９】
　幾つかの例によると、装置６００は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ
仕様に従い動作可能なｅＮＢ（例えば、ｅＮＢ１５０、１６０又は１７０）の中に実装さ
れても良い。例は、この文脈に限定されない。
【００３０】
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　幾つかの例では、図６に示すように、装置６００は、プロセッサ回路６２０を含む。プ
ロセッサ回路６２０は、概して、１又は複数のソフトウェアコンポーネント６２２－ａを
実行するよう構成されても良い。処理回路６２０は、限定ではなく、ＡＭＤ（登録商標）
、Ａｔｈｌｏｎ（登録商標）、Ｄｕｒｏｎ（登録商標）及びＯｐｔｅｒｏｎ（登録商標）
プロセッサ、ＡＲＭ（登録商標）アプリケーション、内蔵保護プロセッサ、Ｑｕａｌｃｏ
ｍｍ（登録商標）Ｓｎａｐｄｒａｇｏｎ、ＩＢＭ（登録商標）及びＭｏｔｏｒｏｌａ（登
録商標）、ＤｒａｇｏｎＢａｌｌ（登録商標）、及びＰｏｗｅｒＰＣ（登録商標）プロセ
ッサ、ＩＢＭ及びＳｏｎｙ（登録商標）Ｃｅｌｌプロセッサ、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｃ
ｅｌｅｒｏｎ（登録商標）、Ｃｏｒｅ（２）Ｄｕｏ（登録商標）、Ｃｏｒｅ　ｉ３、Ｃｏ
ｒｅ　ｉ５、Ｃｏｒｅ　ｉ７、Ｉｔａｎｉｕｍ（登録商標）、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標
）、Ｘｅｏｎ（登録商標）、Ａｔｏｍ（登録商標）、及びＸＳｃａｌｅ（登録商標）プロ
セッサ、及び同様のプロセッサを含む種々の市販のプロセッサのうちの任意のものであっ
ても良い。デュアルマイクロプロセッサ、マルチプロセッサ及び他のマルチプロセッサア
ーキテクチャも、処理回路６２０として利用されても良い。幾つかの例によると、プロセ
ッサ回路６２０は、特定用途向け集積回路（application　specific　integrated　circu
it：ＡＳＩＣ）であっても良く、少なくとも幾つかのコンポーネント６２２－ａはＡＳＩ
Ｃのハードウェア要素として実装されても良い。
【００３１】
　幾つかの例によると、装置６００は、有効コンポーネント６２２－１を有しても良い。
【００３２】
　有効コンポーネント６２２－１は、２５６ＱＡＭがＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥ
へのダウンリンク送信のために有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－Ｉｎ
ｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するためにプロセッサ回路６２０により実行されても良い。こ
れらの例では、マルチキャストデータ６０５は、ＰＭＣＨを介して１又は複数のＵＥへ送
信されるべきデータを有しても良く、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥは、ＰＭＣＨ－
ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００の例示的な形式であっても良い。
【００３３】
　幾つかの例によると、装置６００は、選択コンポーネント６２２－２も有しても良い。
選択コンポーネント６２２－２は、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク
送信のために使用すべき第１のＭＣＳを示すＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔ
ａＭＣＳフィールドの値を選択するために、プロセッサ回路６２０により実行されても良
い。これらの例では、ｄａｔａＭＣＳフィールドの中の値は、２５６ＱＡＭが有効である
か否かに基づいても良い。例えば、２５６ＱＡＭが有効でない場合、値は、第１のテーブ
ル情報６２４－ａに基づいても良い。第１のテーブル情報６２４－ａは、図４に示すイン
デックステーブル４００と同様の情報を有しても良い。上述のように、インデックステー
ブル４００は、６以下（例えば、６４ＱＡＭ～４ＱＡＭ）の変調次数を有する。例えば、
２５６ＱＡＭが有効でない場合、値は、第２のテーブル情報６２５－ｂに基づいても良い
。第２のテーブル情報６２５－ｂは、図５に示すインデックステーブル５００と同様の情
報を有しても良い。上述のように、インデックステーブル５００は、６より大きい変調次
数を含む。第１のテーブル情報６２４－ａ及び第２のテーブル情報６２５－ｂの両方は、
ルックアップテーブル（ＬＵＴ）のようなデータ構造で、選択コンポーネント６２２－２
により維持され又はアクセス可能であっても良い。
【００３４】
　幾つかの例によると、装置６００は、送信コンポーネント６２２－３も有しても良い。
送信コンポーネント６２２－３は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵ
Ｅへ送信させるために、プロセッサ回路６２０により実行されても良い。これらの例では
、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ６３０は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを有
しても良い。
【００３５】
　幾つかの例では、装置６００は、制御情報コンポーネント６２２－４も有しても良い。
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制御情報コンポーネント６２２－４は、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウン
リンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すよう、ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフ
ィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するために
プロセッサ回路６２０により実行されても良い。これらの例では、制御情報コンポーネン
ト６２２－４は、２５６ＱＡＭがＰＭＣＣＨのために使用されない場合、インデックステ
ーブル４００と同様の情報を含む第１のテーブル情報６２４－ａにアクセスしても良い。
非２５６ＱＡＭのためのｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の値は、第１のテー
ブル情報６２４－ａに基づいても良い。２５６ＱＡＭが使用される可能性がある場合、制
御情報コンポーネント６２２－４は、インデックステーブル５００と同様の情報を有する
第２のテーブル情報６２５－ｂにアクセスしても良い。可能な２５６ＱＡＭ使用のための
ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の値は、第２のテーブル情報６２５－ｂに基
づいても良い。幾つかの例によると、ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥは、Ｍ
ＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ６４０に含まれても良い。
【００３６】
　装置６００及び装置６００を実装する装置の種々のコンポーネントは、協調して動作す
るために、種々の通信媒体により互いに通信可能に結合されても良い。協調は、情報の片
方向又は双方向の交換を含んでも良い。例えば、コンポーネントは、通信媒体を介して伝
達される信号の形式の情報を伝達しても良い。情報は、種々の信号線に割り当てられた信
号として実施できる。このような割り当てでは、各メッセージは信号である。しかしなが
ら、更なる実施形態は、代替的にデータメッセージを用いても良い。このようなデータメ
ッセージは、種々のコネクションを介して送信されても良い。例示的なコネクションは、
パラレルインタフェース、シリアルインタフェース及びバスインタフェースを含む。
【００３７】
　ここで、開示したアーキテクチャの新規な態様を実行する例示的な方法を表すロジック
フローのセットが含まれる。説明の簡略化を目的として、本願明細書に示される１又は複
数の方法は、一連の動作として示され記載されるが、当業者は、方法が動作の順序により
限定されないことを理解し解釈するだろう。これによると、幾つかの動作は、本願明細書
に示され記載されるものと異なる順序で及び／又は他の動作と同時に生じても良い。例え
ば、当業者は、代替として方法が状態図におけるような相互に関連のある一連の状態又は
イベントとして表されても良いことを理解するだろう。さらに、新規な実装のために必要
な動作の全てが方法の中で示されるものではない。
【００３８】
　ロジックフローは、ソフトウェア、ファームウェア、及び／又はハードウェアで実装さ
れても良い。ソフトウェア及びファームウェアの実施形態では、ロジックフローは、光、
磁気、又は半導体記憶装置のような少なくとも１つの非一時的コンピュータ可読媒体又は
機械可読媒体に格納されるコンピュータ実行可能命令により実施されても良い。実施形態
は、この文脈に限定されない。
【００３９】
　図７は、ロジックフロー７００の一例を示す。ロジックフロー７００は、装置６００の
ような本願明細書に記載した１又は複数のロジック、機能、又は装置により実行される一
部又は全部の動作を表し得る。より具体的には、ロジックフロー７００は、ｅＮＢに配置
され又はそれを有する装置６００の有効コンポーネント６２２－１、選択コンポーネント
６２２－２、又は送信コンポーネント６２２－３により実施されても良い。
【００４０】
　図７に示す図示した例では、ロジックフロー７００は、ブロック７０２で、ＬＴＥ－Ａ
を含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に従い動作可能なｅＮＢにおいて、ＰＭＣＨを
介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために２５６ＱＡＭが有効であるか否か
を示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良い。これらの
例では、有効コンポーネント６２２－１は、２５６ＱＡＭが有効であるか否かを示すフィ
ールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良い。



(14) JP 6456974 B2 2019.1.23

10

20

30

40

50

【００４１】
　幾つかの例によると、ロジックフロー７００は、ブロック７０４で、ＰＭＣＨを介する
１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを示すＰＭＣＨ
－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択しても良く、前記の値
は２５６ＱＡＭが有効であるか否かに基づく。これらの例では、選択コンポーネント６２
２－２は、ｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択しても良い。
【００４２】
　幾つかの例では、ロジックフロー７００は、ブロック７０６で、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬ
ｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵＥへ送信しても良い。これらの例では、第２のコンポーネ
ント６２２－３は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵＥへ送信させて
も良い。
【００４３】
　図８は、記憶媒体８００の一実施形態を示す。記憶媒体８００は、製品を有しても良い
。幾つかの例では、記憶媒体８００は、光、磁気、又は半導体記憶装置のような任意の非
一時的コンピュータ可読媒体又は機械可読媒体を有しても良い。記憶媒体８００は、ロジ
ックフロー７００を実施するための命令のような種々のコンピュータ実行可能命令を格納
しても良い。コンピュータ可読又は機械可読記憶媒体の例は、揮発性メモリ若しくは不揮
発性メモリ、取り外し可能若しくは取り外し不可能なメモリ、消去可能若しくは消去不可
能なメモリ、書き換え可能若しくは書き換え不可能なメモリ等を含む、電子データを格納
可能な任意の有形媒体を含み得る。コンピュータ実行可能命令の例は、セキュアコード、
コンパイルドコード、インタープリテッドコード、実行コード、スタティックコード、ダ
イナミックコード、オブジェクト指向コード、ビジュアルコード等のような任意の適切な
種類のコードを含み得る。例は、この文脈に限定されない。
【００４４】
　図９は、例示的な第２の装置のブロック図を示す。図９に示すように、例示的な第２の
装置は、装置９００を含む。図９に示す装置９００は、限られた数の要素を特定のトポロ
ジで有するが、所与の実施の必要に応じて装置９００はより多くの又は少ない要素を別の
トポロジで有しても良いことが理解される。
【００４５】
　装置９００は、１又は複数のソフトウェアコンポーネント９２２－ａを実行するよう構
成されるプロセッサ回路９２０を備えるコンピュータにより実装される装置９００を有し
ても良い。留意すべき価値のある点は、「ａ」、「ｂ」、「ｃ」及び本願明細書で用いら
れる同様の指示子は、任意の正整数を表す変数であると意図されることである。したがっ
て、例えば、実装がａ＝４に値を設定した場合、ソフトウェアコンポーネント９２２－ａ
の完全なセットは、コンポーネント９２２－１、９２２－２、９２２－３、又は９２２－
４を有し得る。例は、この文脈に限定されない。
【００４６】
　幾つかの例によると、装置９００は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ
仕様に従い動作可能なＵＥ（例えば、ＵＥ１１０、１２０、１３０又は１４０）の中に実
装されても良い。例は、この文脈に限定されない。
【００４７】
　幾つかの例では、図９に示すように、装置９００は、プロセッサ回路９２０を含む。
【００４８】
　プロセッサ回路９２０は、概して、１又は複数のソフトウェアコンポーネント９２２－
ａを実行するよう構成されても良い。処理回路９２０は、装置６００について上述したプ
ロセッサを含む種々の市販のプロセッサのうちの任意のものであり得るが、これに限定さ
れない。また、幾つかの例によると、プロセッサ回路９２０は、ＡＳＩＣであっても良く
、少なくとも幾つかのコンポーネント９２２－ａはＡＳＩＣのハードウェア要素として実
装されても良い。
【００４９】
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　幾つかの例によると、装置９００は、受信コンポーネント９２２－１を有しても良い。
受信コンポーネント９２２－１は、２５６ＱＡＭが１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介
するダウンリンク送信のために有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－Ｉｎ
ｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のｅＮＢから受信するためにプロセッサ回路９２０によ
り実行されても良い。これらの例では、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥは、ＰＭＣＨ
－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ９１０に含まれても良い。
【００５０】
　幾つかの例によると、装置９００は、有効コンポーネント９２２－２も有しても良い。
有効コンポーネント９２２－２は、２５６ＱＡＭが有効か否かを決定するために、プロセ
ッサ回路９２０により実行されても良い。これらの例では、有効コンポーネント９２２－
２は、図２に示すＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ２００の例示的なフォーマットであ
っても良いＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥの２５６ＱａｍＥｎａｂｌｅｄフィールド
のブール部分を調べても良い。ブール部分が「真（ＴＲＵＥ）」を示す場合、２５６ＱＡ
Ｍは有効である。ブール部分が「偽（ＦＡＬＳＥ）」を示す場合、２５６ＱＡＭは有効で
はない。
【００５１】
　幾つかの例によると、装置９００は、決定コンポーネント９２２－３も有しても良い。
決定コンポーネント９２２－３は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳ
フィールドの中に示される値に基づき、及び２５６ＱＡＭが有効であると決定されたか否
かに基づき、ＰＭＣＨを介してダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣ
Ｓを決定するために、プロセッサ回路９２０により実行されても良い。これらの例では、
決定コンポーネント９２２－３は、インデックステーブル４００と類似の情報を有する第
１のテーブル情報９２４－１、及びインデックステーブル５００と類似の情報を有する第
２のテーブル情報９２５－ｂを、（例えばＬＵＴの中に）維持しても良い。２５６ＱＡＭ
が有効コンポーネント９２２－２により有効ではないと決定された場合、決定コンポーネ
ント９２２－３は、第１のテーブル情報９２４－ａを用いて、第１のＭＣＳを使用すべき
であると決定しても良い。２５６ＱＡＭが有効コンポーネント９２２－２により有効であ
ると決定された場合、決定コンポーネント９２２－３は、第２のテーブル情報９２５－ｂ
を用いて、第１のＭＣＳを使用すべきであると決定しても良い。
【００５２】
　幾つかの例によると、装置９００は、ＭＣＳコンポーネント９２２－４も有しても良い
。ＭＣＳコンポーネント９２２－４は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウン
リンク送信を受信するために、プロセッサ回路９２０により実行されても良い。これらの
例では、ダウンリンク送信はマルチキャストデータ９１５を有しても良い。
【００５３】
　幾つかの例によると、受信コンポーネント９２２－１は、ＰＭＣＣＨを介する１又は複
数のｅＮＢからのダウンリンク送信を受信するために使用すべき第２のＭＣＳを示すｓｉ
ｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓ
ｔ　ＩＥを受信しても良い。これらの例では、ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　Ｉ
Ｅは、ＭＢＭＳ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥ９３０に含まれても良く、ｓｉｇｎａｌｌｉｎ
ｇＭＣＳフィールドは、第１のテーブル情報９２４－ａ又は第２の情報テーブル情報９２
５－ｂに由来しても良いＭＣＳインデックス値を指しても良い。また、これらの例では、
ＭＣＳコンポーネント９２２－５は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＣＨを介してダウン
リンク送信を受信するために第２のＭＣＳを使用しても良い。ダウンリンク送信はマルチ
キャスト制御データ９３５を有しても良い。
【００５４】
　装置９００及び装置９００を実装する装置の種々のコンポーネントは、協調して動作す
るために、種々の通信媒体により互いに通信可能に結合されても良い。協調は、情報の片
方向又は双方向の交換を含んでも良い。例えば、コンポーネントは、通信媒体を介して伝
達される信号の形式の情報を伝達しても良い。情報は、種々の信号線に割り当てられた信
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号として実施できる。このような割り当てでは、各メッセージは信号である。しかしなが
ら、更なる実施形態は、代替的にデータメッセージを用いても良い。このようなデータメ
ッセージは、種々のコネクションを介して送信されても良い。例示的なコネクションは、
パラレルインタフェース、シリアルインタフェース及びバスインタフェースを含む。
【００５５】
　図１０は、ロジックフロー１０００の一例を示す。ロジックフロー１０００は、装置９
００のような本願明細書に記載した１又は複数のロジック、機能、又は装置により実行さ
れる一部又は全部の動作を表し得る。より具体的には、ロジックフロー１０００は、ＵＥ
に配置され又はそれを有する装置９００の受信コンポーネント９２２－１、有効コンポー
ネント９２２－２、又は決定コンポーネント９２２－３により実施されても良い。
【００５６】
　図１０に示す説明のための例では、ロジックフロー１０００は、ブロック１００２で、
ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰＬＴＥ標準に従い動作可能なＵＥにおいて、ＰＭ
ＣＨを介して１又は複数のｅＮＢからダウンリンク送信を受信するために２５６ＱＡＭが
有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを、１又は
複数のｅＮＢから受信しても良い。これらの例では、受信コンポーネント９２２－１は、
ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを受信しても良い。
【００５７】
　幾つかの例によると、ロジックフロー１０００は、ブロック１００４で、２５６ＱＡＭ
が有効か否かを決定しても良い。これらの例では、有効コンポーネント９２２－２は、２
５６ＱＡＭが有効か否かを決定しても良い。
【００５８】
　幾つかの例では、ロジックフロー１０００は、ブロック１００６で、ＰＭＣＨ－Ｉｎｆ
ｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値に基づき、及び２５６Ｑ
ＡＭが有効であると決定されたか否かに基づき、ＰＭＣＨを介してダウンリンク送信を受
信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定しても良い。これらの例では、決定コンポー
ネント９２２－３は、第１のＭＣＳを決定しても良い。
【００５９】
　図１１は、記憶媒体１１００の一実施形態を示す。記憶媒体１１００は、製品を有して
も良い。幾つかの例では、記憶媒体１１００は、光、磁気、又は半導体記憶装置のような
任意の非一時的コンピュータ可読媒体又は機械可読媒体を有しても良い。記憶媒体１１０
０は、ロジックフロー１０００を実施するための命令のような種々のコンピュータ実行可
能命令を格納しても良い。コンピュータ可読又は機械可読記憶媒体の例は、揮発性メモリ
若しくは不揮発性メモリ、取り外し可能若しくは取り外し不可能なメモリ、消去可能若し
くは消去不可能なメモリ、書き換え可能若しくは書き換え不可能なメモリ等を含む、電子
データを格納可能な任意の有形媒体を含み得る。コンピュータ実行可能命令の例は、セキ
ュアコード、コンパイルドコード、インタープリテッドコード、実行コード、スタティッ
クコード、ダイナミックコード、オブジェクト指向コード、ビジュアルコード等のような
任意の適切な種類のコードを含み得る。例は、この文脈に限定されない。
【００６０】
　図１２は、ブロードバンド無線アクセスネットワークにおいて使用するための装置１２
００の一実施形態を示す。装置１２００は、例えば、装置６００／９００、記憶媒体８０
０／１１００及び／又は論理回路１２７０を実装しても良い。論理回路１２７０は、装置
６００／９００について記載された動作を実行するために物理回路を有しても良い。図１
２に示すように、装置１２００は、無線インタフェース１２１０、ベースバンド回路１２
２０、及びコンピューティングプラットフォーム１２３０を有しても良いが、例はこの構
成に限定されない。
【００６１】
　装置１２００は、装置６００／９００、記憶媒体８００／１１００、及び／又は論理回
路１２７０の構造及び／又は動作の一部又は全部を、単一の装置に全体が含まれる単一の
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コンピューティングエンティティで実装しても良い。代替で、装置１２００は、装置６０
０／９００、記憶媒体８００／１１００、及び／又は論理回路１２７０の構造及び／又は
動作の部分を、複数のコンピューティングエンティティに渡り、クライアントサーバアー
キテクチャ、３ティアアーキテクチャ、Ｎティアアーキテクチャ、密結合若しくはクラス
タアーキテクチャ、ピアツーピアアーキテクチャ、マスタスレーブアーキテクチャ、共有
データベースアーキテクチャ、及び他の種類の分散型システムのような、分散型システム
アーキテクチャを用いて、分散しても良い。例は、この文脈に限定されない。
【００６２】
　一実施形態では、無線インタフェース１２１０は、シングルキャリア又はマルチキャリ
ア変調信号（例えば、相補型符号変調（complementary　code　keying：ＣＣＫ）及び／
又は直交周波数分割多重（orthogonal　frequency　division　multiplexing：ＯＦＤＭ
）シンボル及び／又はシングルキャリア周波数分割多重（single　carrier　frequency　
division　multiplexing：ＳＣ－ＦＤＭ）シンボルを含む）を送信し及び／又は受信する
よう適応されるコンポーネント又はコンポーネントの組合せを有しても良い。しかしなが
ら、実施形態は、いかなる特定の無線インタフェース又は変調方式にも限定されない。無
線インタフェース１２１０は、例えば、受信機１２１２、送信機１２１６、及び／又は周
波数合成器１２１４を有しても良い。無線インタフェース１２１０は、バイアス制御、水
晶発振器、及び／又は１又は複数のアンテナ１２１８－ｆを有しても良い。別の実施形態
では、無線インタフェース１２１０は、必要に応じて、外部電圧制御発振器（voltage－c
ontrolled　oscillator：ＶＣＯ）、表面音響波フィルタ、中間周波数（ＩＦ）フィルタ
、及び／又はＲＦフィルタを使用しても良い。様々なＲＦインタフェース設計が可能なの
で、それらの拡張的説明は省略される。
【００６３】
　ベースバンド回路１２２０は、受信及び／又は送信信号を処理するために無線インタフ
ェース１２１０と通信しても良く、例えば、受信信号をダウンコンバートするアナログ－
デジタル変換器１２２２、送信のために信号をアップコンバートするデジタル－アナログ
変換器１２２４を有しても良い。さらに、ベースバンド回路１２２０は、個々の受信／送
信信号の物理レイヤ（ＰＨＹ）処理のために、ベースバンド又はＰＨＹ処理回路１２２６
を有しても良い。ベースバンド回路１２２０は、例えば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）／
データリンクレイヤ処理のために処理回路１２２８を有しても良い。ベースバンド回路１
２２０は、例えば１又は複数のインタフェース１２３４を介して、ＭＡＣ処理回路１２２
８及び／又はコンピューティングプラットフォーム１２３０と通信するメモリ制御部１２
３２を有しても良い。
【００６４】
　幾つかの実施形態では、ＰＨＹ処理回路１２２６は、通信フレーム（例えば、サブフレ
ームを含む）を構築し及び／又は分解するために、バッファメモリのような追加回路との
組合せで、フレーム構築及び／又は検出モジュールを有しても良い。代替又は追加で、Ｍ
ＡＣ処理回路１２２８は、これらの機能のうちの処理を確かに共有し、又はこれらの処理
をＰＨＹ処理回路１２２６と独立して実行しても良い。幾つかの実施形態では、ＭＡＣ及
びＰＨＹ処理は、単一の回路に統合されても良い。
【００６５】
　コンピューティングプラットフォーム１２３０は、装置１２００にコンピューティング
機能を提供しても良い。図示のように、コンピューティングプラットフォーム１２３０は
、処理コンポーネント１２４０を有しても良い。追加で又は代替で、装置１２００のベー
スバンド回路１２２０は、装置６００／９００、記憶媒体８００／１１００、及び論理回
路１２７０のために、処理コンポーネント１２３０を用いて、処理動作又はロジックを実
行しても良い。処理コンポーネント１２４０（及び／又はＰＨＹ１２２６及び／又はＭＡ
Ｃ１２２８）は、種々のハードウェア要素、ソフトウェア要素又はそれらの組合せを有し
ても良い。
【００６６】
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　ハードウェア要素の例は、装置、論理装置、コンポーネント、プロセッサ、マイクロプ
ロセッサ、回路、プロセッサ回路（例えば、処理回路６２０又は９２０）、回路要素（例
えば、トランジスタ、抵抗器、キャパシタ、インダクタ等）、集積回路、ＡＳＩＣ（appl
ication　specific　integrated　circuit）、ＰＬＤ（programmable　logic　device）
、ＤＳＰ（digital　signal　processor）、ＦＰＧＡ（field　programmable　gate　arr
ay）、メモリユニット、論理ゲート、レジスタ、半導体装置、チップ、マイクロチップ、
チップセット等を有しても良い。ソフトウェア要素の例は、ソフトウェアコンポーネント
、プログラム、アプリケーション、コンピュータプログラム、アプリケーションプログラ
ム、システムプログラム、ソフトウェア開発プログラム、機械プログラム、オペレーティ
ングシステムソフトウェア、ミドルウェア、ファームウェア、ソフトウェアモジュール、
ルーチン、サブルーチン、関数、メソッド、プロシジャ、ソフトウェアインタフェース、
ＡＰＩ（application　program　interface）、命令セット、コンピューティングコード
、コンピュータコード、コードセグメント、コンピュータコードセグメント、ワード、値
、シンボル、又はそれらの任意の組合せを含んでも良い。例がハードウェア要素及び／又
はソフトウェア要素を用いて実装されるかの決定は、所与の例についての要望により、所
望の計算レート、パワーレベル、熱耐性、処理周期バジェット、入力データレート、出力
データレート、メモリ資源、データバス速度、及び他の設計若しくは性能制約のような任
意の数の要因に従って変化し得る。
【００６７】
　コンピュータプラットフォーム１２３０は、他のプラットフォームコンポーネント１２
５０を更に有しても良い。コンピュータアーキテクチャ１２５０は、１又は複数のプロセ
ッサ、マルチコアプロセッサ、コプロセッサ、メモリユニット、チップセット、制御部、
周辺機器、インタフェース、発振器、タイミング装置、ビデオカード、オーディオカード
、マルチメディア入力／出力（Ｉ／Ｏ）コンポーネント（例えば、デジタルディスプレイ
）、電源、等のような種々の共通のコンピューティング要素を有する。システムユニット
の例は、限定ではなく、ＲＯＭ（read－only　memory）、ＲＡＭ（random－access　memo
ry）、ＤＲＡＭ（dynamic　RAM）、ＤＤＲＡＭ（Double－Data－Rate　DRAM）、ＳＤＲＡ
Ｍ（synchronous　DRAM）、ＳＲＡＭ（static　RAM）、ＰＲＯＭ（programmable　ROM）
、ＥＰＲＯＭ（erasable　programmable　ROM）、ＥＥＰＲＯＭ（electrically　erasabl
e　programmable　ROM）、フラッシュメモリ、強誘電体ポリマーメモリのようなポリマー
メモリ、オボニックメモリ、位相変化若しくは強誘電体メモリ、ＳＯＮＯＳ（silicon－o
xide－nitride－oxide－silicon）メモリ、磁気若しくは光カード、ＲＡＩＤ（Redundant
　Array　of　Independent　Disks）のような装置のアレイ、固体メモリ装置（例えば、
ＵＳＢメモリ、固体ドライブ（ＳＳＤ））、及び情報を格納するのに適した任意の他の種
類の媒体のような１又は複数の高速メモリユニットの形式の種々のコンピュータ可読及び
機械可読記憶媒体を含み得る。
【００６８】
　コンピューティングプラットフォーム１２３０は、ネットワークインタフェース１２６
０を更に有しても良い。幾つかの例では、ネットワークインタフェース１２６０は、１又
は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａ仕様若しくは標準で定められるような無線ネッ
トワークインタフェースをサポートするためにロジック及び／又は機能を有しても良い。
これらの例では、ネットワークインタフェース１２６０は、個々のｅＮＢ及びＵＥに配置
される装置６００又は９００が、互いに又は他のネットワーク装置と通信できるようにし
ても良い。
【００６９】
　装置１２００は、例えば、コンピュータ、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、デスクト
ップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ウルトラブックコンピュータ、スマート
フォン、タブレットコンピュータ、ノートブックコンピュータ、ネットブックコンピュー
タ、ワークステーション、ミニコンピュータ、マルチプロセッサシステム、プロセッサに
基づくシステム、無線アクセスポイント、又はそれらの組合せであっても良い。したがっ
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て、本願明細書に記載される装置１２００の機能及び／又は特定の構成は、適切に必要に
応じて、装置１２００の種々の実施形態において含まれ又は省略されても良い。幾つかの
実施形態では、装置１２００は、ここで引用される、ＷＭＡＮのための３ＧＰＰ　ＬＴＥ
仕様及び／又はＩＥＥＥ８０２．１６標準、及び／又は他のブロードバンド無線ネットワ
ーク、のうちの１又は複数に関連するプロトコル及び周波数に従うよう構成されても良い
。しかしながら、例はこれに関して限定されない。
【００７０】
　装置１２００の実施形態は、単一入力単一出力（single　input　single　output：Ｓ
ＩＳＯ）アーキテクチャを用いて実装されても良い。しかしながら、特定の実装は、ビー
ム形成又は空間分割多重アクセス（spatial　division　multiple　access：ＳＤＭＡ）
のための適応型アンテナ技術を用いる、及び／又は複数入力複数出力（multiple　input
　multiple　output：ＭＩＭＯ）通信技術を用いる、送信及び／又は受信のための複数の
アンテナ（例えば、アンテナ１２１８－ｆ）を有しても良い。
【００７１】
　装置１２００のコンポーネント及び機能は、別個の回路、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、論理ゲート及び／又はシングルチップアーキテクチャの任意の組合せを用いて実
装されても良い。さらに、装置１２００の特徴は、適切な場合には、マイクロコントロー
ラ、プログラマブルロジックアレイ、及び／又はマイクロプロセッサ又はそれらの任意の
組合せを用いて実装されても良い。ハードウェア、ファームウェア、及び／又はソフトウ
ェア要素は、集合的に又は個別に、本願明細書では「ロジック」又は「回路」として参照
され得ることに留意する。
【００７２】
　図１２のブロック図に示される例示的な装置１２００は、多くの可能な実装のうちの１
つの機能的な説明のための例を表し得ることに留意すべきである。したがって、添付の図
面に示されるブロック機能の分割、省略、又は包含は、これらの機能を実施するハードウ
ェアコンポーネント、回路、ソフトウェア及び／又は要素が必ずしも例の中で分割され、
省略され、又は含まれ得ることを暗示しない。
【００７３】
　図１３は、ブロードバンド無線アクセスシステム１３００の一実施形態を示す。図１３
に示すように、ブロードバンド無線アクセスシステム１３００は、インターネット１３１
０へのモバイル無線アクセス及び／又は固定無線アクセスをサポート可能な、インターネ
ット１３１０型のネットワーク等を有するＩＰ（internet　protocol）型ネットワークで
あっても良い。１又は複数の実施形態では、ブロードバンド無線アクセスシステム１３０
０は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様及び／又はＩＥＥＥ８０２．１６標準のうちの１又は複数に
準拠するシステムのような、直交周波数分割多重アクセス（orthogonal　frequency　div
ision　multiple　access：ＯＦＤＭＡ）、及び／又はマルチシングルキャリア周波数分
割多重アクセス（multiple　single　carrier　frequency　division　multiple　access
：multiple　SC－FDMA）に基づく無線ネットワークを有しても良い。本開示の範囲は、こ
れらに関して限定されない。
【００７４】
　例示的なブロードバンド無線アクセスシステム１３００では、アクセスサービスネット
ワーク（ＡＳＮ）１３１２、１３１８は、基地局（ＢＳ）１３１４、１３２０（ＲＲＨ又
はｅＮＢ）と結合し、それぞれ、１又は複数の固定装置１３１６とインターネット１３１
０との間の、又は１又は複数のモバイル装置１３２２とインターネット１３１０との間の
、無線通信を提供することが可能である。固定装置１３１６及びモバイル装置１３２２の
一例は、ＵＥ１３０の静止バージョンを有する固定装置１３１６及びＵＥ１３０のモバイ
ルバージョンを有するモバイル装置１３２２を備える、図１に示すＵＥ１３０のようなＵ
Ｅであっても良い。ＡＳＮ１３１２は、ブロードバンド無線アクセスシステム１３００に
ある１又は複数の物理エンティティへのネットワーク機能のマッピングを定めることが可
能であるプロファイルを実装しても良い。基地局１３１４、１３２０（又はｅＮＢ）は、
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装置１３００を参照して記載したような固定装置１３１６及びモバイル装置１３２２にＲ
Ｆ通信を提供するために、無線機器を有しても良く、並びに、例えば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ
仕様又はＩＥＥＥ８０２．１６標準に準拠するＰＨＹ、ＭＡＣ、ＲＬＣ又はＰＤＣＰレイ
ヤ機器を有しても良い。基地局１３１４、１３２０（又はｅＮＢ）は、それぞれＡＳＮ１
３１２、１３１８を介してインターネット１３１０に結合するために、ＩＰバックプレー
ンを更に有しても良い。しかしながら、請求される主題の範囲は、これらの点に限定され
ない。
【００７５】
　ブロードバンド無線アクセスシステム１３００は、限定ではなく、プロキシ及び／又は
中継型機能、例えば認証、認可、課金（authentication,　authorization　and　account
ing：ＡＡＡ）機能、ＤＨＣＰ（dynamic　host　configuration　protocol）機能、又は
ドメイン名サービス制御、等、ＰＳＴＮ（public　switched　telephone　network）ゲー
トウェイ若しくはＶｏＩＰ（voice　over　internet　protocol）ゲートウェイのような
ドメインゲートウェイ、及び／又はＩＰ（internet　protocol）型サーバ機能、等を含む
１又は複数のネットワーク機能を提供可能な訪問先ネットワーク（visited　connectivit
y　service　network：ＣＳＮ）１３２４を更に有しても良い。しかしながら、これらは
、訪問先ネットワーク（visited　CSN）１３２４又はホームＣＳＮ１３２６により提供可
能な種類の機能の単なる例であり、請求される主題の範囲はこれらの点に限定されない。
訪問先ネットワーク（visited　CSN）１３２４は、訪問先ネットワーク１３２４が固定装
置１３１６又はモバイル装置１３２２の正規サービスプロバイダの部分ではない場合に、
例えば固定１３１６又はモバイル装置１３２２がそれらの個々のホームＣＳＮ１３２６か
ら離れてローミングしている場合、又はブロードバンド無線アクセスシステム１３００が
固定装置１３１６又はモバイル装置１３２２の正規サービスプロバイダの部分であるが、
ブロードバンド無線アクセスシステム１３００が固定装置１３１６又はモバイル装置１３
２２のメイン若しくはホーム位置ではない別の場所又は状態にあり得る場合に、訪問先ネ
ットワークとして参照されても良い。
【００７６】
　固定装置１３１６は、それぞれ基地局１３１４、１３２０及びＡＳＮ１３１２、１３１
８並びにホームＣＳＮ１３２６を介してインターネット１３１０へのブロードバンドアク
セスを家庭又はビジネス顧客に提供するために、自宅又は職場に又はその近くのような、
基地局１３１４、１３２０の一方又は両方の範囲内のどこかに位置しても良い。固定装置
１３１６は、通常、静止位置に配置されるが、必要に応じて異なる位置に移動されても良
いことは、留意すべき価値がある。例えば、モバイル装置１３２２が基地局１３１４、１
３２０の一方又は両方の範囲内にある場合に、モバイル装置１３２２は、１又は複数の位
置において利用できる。
【００７７】
　１又は複数の実施形態によると、運用支援システム（operation　support　system：Ｏ
ＳＳ）は、ブロードバンド無線アクセスシステム１３００に管理機能を提供するために、
及びブロードバンド無線アクセスシステム１３００の機能エンティティの間のインタフェ
ースを提供するために、ブロードバンド無線アクセスシステム１３００の部分であっても
良い。図１３のブロードバンド無線アクセスシステム１３００は、ブロードバンド無線ア
クセスシステム１３００の特定数のコンポーネントを示す、単に１種類の無線ネットワー
クであり、請求される主題の範囲はこれらの点に限定されない。
【００７８】
　幾つかの例は、「一実施形態では」又は「ある実施形態では」という表現に加えてそれ
らの派生語を用いて記載された。これらの語は、例と関連する特定の機能、構造又は特徴
が少なくとも１つの例に含まれることを意味する。明細書内の種々の場所にある「一例で
は」という表現の出現は、必ずしも全て同じ例を参照していない。
【００７９】
　幾つかの例は、「結合される」、「接続される」又は「結合可能である」という表現に
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加えてそれらの派生語を用いて記載される場合がある。これらの語は、必ずしも互いに同
義語であることを意図していない。例えば、「接続される」及び／又は「結合される」と
いう語を用いる記載は、２以上の要素が物理的に又は電気的に互いに直接接触しているこ
とを示し得る。しかしながら、「結合される」という語は、２以上の要素が互いに直接的
に接触していないが、依然として互いに協調して又は相互作用していることも意味し得る
。
【００８０】
　以下の例は、本願明細書に開示の技術の追加の例に関連する。
【００８１】
　例１．例示的な装置は、ｅＮＢの処理回路を含んでも良い。装置は、２５６ＱＡＭがＰ
ＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために有効であるか否かを示す
フィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するために、プロセッサ回路
による実行のための有効コンポーネントも有しても良い。装置は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬ
ｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵＥへ送信させるために、プロセッサ回路による実行のため
の送信コンポーネントも有しても良い。
【００８２】
　例２．例１の装置は、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のため
に使用すべき第１のＭＣＳを示すＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフ
ィールドの値を選択するために、プロセッサ回路により実行される選択コンポーネントを
更に有しても良く、前記値は、２５６ＱＡＭが有効であるか否かに基づく。
【００８３】
　例３．例２の装置は、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のた
めに使用すべき第２のＭＣＳを示すよう、ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の
情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するためにプロセッサ回路
により実行される制御情報コンポーネントを更に有しても良い。本例では、第２のコンポ
ーネントは、ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵＥへ送信させ
ても良い。
【００８４】
　例４．前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じであっても良い。
【００８５】
　例５．例２の装置は、ＴＳ３６．３３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従いＰＭＣＨ－
ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良い。選択コンポーネントによりｄａｔａＭＣＳフ
ィールドのために選択される値は、使用すべき第１のＭＣＳが、ＴＳ３６．２１３を含む
第２の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳインデックス
テーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれ得ｒＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴ
ＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を含むことを示しても良い。
【００８６】
　例６．例５の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す
フィールドに、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示させても良い。本例では、１又は複
数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値に基
づき、６以下の変調次数を有する、ダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを
決定するよう構成されても良い。
【００８７】
　例７．例５の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを示す
フィールドに、２５６ＱＡＭは有効であることを示させても良い。本例では、１又は複数
のＵＥは、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値に基づ
き、少なくとも８の変調次数を有する、ダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣ
Ｓを決定するよう構成されても良い。
【００８８】
　例８．例１の装置は、ユーザインタフェースビューを提示するためにプロセッサ回路に
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結合されるデジタルディスプレイを更に有しても良い。
【００８９】
　例９．例示的な装置は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠し
て動作可能なｅＮＢのプロセッサ回路を有しても良い。例示的な装置は、２５６ＱＡＭが
ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために有効であるか否かを示
すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するために、プロセッサ回
路により実行される有効コンポーネントを更に有しても良い。装置は、ＰＭＣＨを介する
１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを示すＰＭＣＨ
－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択するために、プロセッ
サ回路により実行される選択コンポーネントを更に有しても良く、前記値は、２５６ＱＡ
Ｍが有効であるか否かに基づく。装置は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複
数のＵＥへ送信させるために、プロセッサ回路により実行される送信コンポーネントも有
しても良い。
【００９０】
　例１０．例９の装置は、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信の
ために使用すべき第２のＭＣＳを示すよう、ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中
の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成するためにプロセッサ回
路により実行される制御情報コンポーネントを更に有しても良い。本例では、第２のコン
ポーネントは、ＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のＵＥへ送信さ
せても良い。
【００９１】
　例１１．例１０の装置において、前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じであっ
ても良い。
【００９２】
　例１２．例９の装置は、ＴＳ３６．３３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従いＰＭＣＨ
－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成しても良い。値は、ｄａｔａＭＣＳフィールドのために
選択コンポーネントにより選択されても良く、使用すべき第１のＭＣＳが、ＴＳ３６．２
１３を含む第２の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳイ
ンデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれ得ｒＰＤＳＣＨのための第２の
変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を含むことを示す。
【００９３】
　例１３．例１２の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを
示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示させても良い。本例では、１又
は複数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値
に基づき、６以下の変調次数を有する、ダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣ
Ｓを決定するよう構成されても良い。
【００９４】
　例１４．例１２の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを
示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示させても良い。本例では、１又
は複数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値
に基づき、２６以下のＴＢＳインデックスを有する、ダウンリンク送信のために使用すべ
き第１のＭＣＳを決定するよう構成されても良い。
【００９５】
　例１５．例１２の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを
示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効であることを示させても良い。本例では、１又は
複数のＵＥは、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値に
基づき、少なくとも８の変調次数を有する、ダウンリンク送信のために使用すべき第１の
ＭＣＳを決定するよう構成される。
【００９６】
　例１６．例１２の装置において、有効コンポーネントは、２５６ＱＡＭが有効か否かを
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示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効であることを示させても良い。本例では、１又は
複数のＵＥは、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値に
基づき、少なくとも２５のＴＢＳインデックスを有する、ダウンリンク送信のために使用
すべき第１のＭＣＳを決定するよう構成されても良い。
【００９７】
　例１７．例９の装置は、ユーザインタフェースビューを提示するためにプロセッサ回路
に結合されるデジタルディスプレイを更に有しても良い。
【００９８】
　例１８．例示的な方法は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰＬＴＥ標準に従い動
作可能なｅＮＢにおいて、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のた
めに２５６ＱＡＭが有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓ
ｔ　ＩＥを生成するステップを有しても良い。方法は、ＰＭＣＨを介する１又は複数のＵ
Ｅへのダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを示すＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉ
ｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択するステップであって、前記値は２５
６ＱＡＭが有効であるか否かに基づく、ステップを更に有しても良い。方法は、１又は複
数のＵＥへＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを送信するステップを更に有しても良い。
【００９９】
　例１９．例１８の方法は、ｅＮＢにおいて、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のＵＥへの
ダウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すよう、ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭ
ＣＳフィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成する
ステップを更に有しても良い。方法は、１又は複数のＵＥへＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏ
Ｌｉｓｔ　ＩＥを送信するステップを更に有しても良い。
【０１００】
　例２０．例１９の方法において、前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じであっ
ても良い。
【０１０１】
　例２１．例１８の方法において、第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従いＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉ
ｓｔ　ＩＥを生成するステップは、ＴＳ３６．３３１を有しても良い。本例では、使用す
べき第１のＭＣＳを示すｄａｔａＭＣＳフィールドのために選択される値は、ＴＳ３６．
２１３を含む第２の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳ
インデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の
変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を含む。
【０１０２】
　例２２．例２１の方法は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドが、２５６ＱＡ
Ｍは有効ではないことを示すことを有しても良い。方法は、６以下の変調次数を有するダ
ウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第１の変調及びＴＢ
Ｓインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用するステップを更に有しても良
い。
【０１０３】
　例２３．例２１の方法は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドが、２５６ＱＡ
Ｍは有効ではないことを示すことを有しても良い。方法は、２６以下のＴＢＳインデック
スを有するダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第１の
変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用するステップを更
に有しても良い。
【０１０４】
　例２４．例２１の方法は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドが、２５６ＱＡ
Ｍは有効であることを示すことを有しても良い。方法は、少なくとも８の変調次数を有す
るダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第２の変調及び
ＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用するステップを更に有して
も良い。
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【０１０５】
　例２５．例２１の方法は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドが、２５６ＱＡ
Ｍは有効であることを示すことを有しても良い。方法は、少なくとも２５のＴＢＳインデ
ックスを有するダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第
２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用するステップ
を更に有しても良い。
【０１０６】
　例２６．例示的な少なくとも１つの機械可読媒体は、ｅＮＢ（evolved　Node　B）にあ
るシステムで実行されることに応答して前記システムに例１８乃至２５のいずれか一項に
記載の方法を実行させる複数の命令を有しても良い。
【０１０７】
　例２７．例示的な装置は、例１８乃至２５のいずれか一項に記載の方法を実行する手段
を有しても良い。
【０１０８】
　例２８．例示的な少なくとも１つの機械可読媒体は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３
ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠して動作可能なｅＮＢのシステムにおいて実行されることに応
答して、前記システムに、２５６ＱＡＭがＰＭＣＨを介する１又は複数のＵＥへのダウン
リンク送信のために有効か否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　Ｉ
Ｅを生成させ得る複数の命令を有しても良い。命令は、システムに、さらに、ＰＭＣＨを
介する１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを示すＰ
ＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの値を選択させても良く、
前記値は２５６ＱＡＭが有効であるか否かに基づく。命令は、システムにさらに、１又は
複数のＵＥへＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを送信させても良い。
【０１０９】
　例２９．例２８の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、ＰＭＣＣＨを介す
る１又は複数のＵＥへのダウンリンク送信のために使用すべき第２のＭＣＳを示すよう、
ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬ
ｉｓｔ　ＩＥを生成させても良い。命令は、システムにさらに、１又は複数のＵＥへＭＢ
ＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを送信させても良い。
【０１１０】
　例３０．例２９の少なくとも１つの機械可読媒体において、第２のＭＣＳは第１のＭＣ
Ｓと同じであっても良い。
【０１１１】
　例３１．例２８の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、システムにさらに
、ＴＳ３６．３３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従いＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　Ｉ
Ｅを生成させても良い。本例では、使用すべき第１のＭＣＳを示すｄａｔａＭＣＳフィー
ルドのために選択される値は、ＴＳ３６．２１３を含む第２の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれる
ＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１
３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣ
Ｓインデックス値を有しても良い。
【０１１２】
　例３２．例３１の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、システムにさらに
、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示
させても良い。本例では、１又は複数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステー
ブル及びＭＣＳインデックス値に基づき、６以下の変調次数を有する、ダウンリンク送信
のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するよう構成されても良い。
【０１１３】
　例３３．例３１の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、システムにさらに
、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示
させても良い。本例では、１又は複数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステー
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ブル及びＭＣＳインデックス値に基づき、２６以下のＴＢＳインデックスを有する、ダウ
ンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するよう構成される。
【０１１４】
　例３４．例３１の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、システムにさらに
、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効であることを示さ
せても良い。本例では、１又は複数のＵＥは、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブ
ル及びＭＣＳインデックス値に基づき、少なくとも８の変調次数を有する、ダウンリンク
送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するよう構成される。
【０１１５】
　例３５．例３１の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、システムにさらに
、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドに、２５６ＱＡＭは有効であることを示さ
せても良い。本例では、１又は複数のＵＥは、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブ
ル及びＭＣＳインデックス値に基づき、少なくとも２５のＴＢＳインデックスを有する、
ダウンリンク送信のために使用すべき第１のＭＣＳを決定するよう構成される。
【０１１６】
　例３６．例示的な装置は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠
して動作可能なＵＥのプロセッサ回路を有しても良い。装置は、２５６ＱＡＭが１又は複
数のｅＮＢからＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために有効であるか否かを
示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のｅＮＢから受信
するためにプロセッサ回路により実行される受信コンポーネントを更に有しても良い。装
置は、２５６ＱＡＭが有効か否かを決定するために、プロセッサ回路により実行される有
効コンポーネントを更に有しても良い。装置は、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄ
ａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値に基づき、及び２５６ＱＡＭが有効であると決
定されたか否かに基づき、ＰＭＣＨを介してダウンリンク送信を受信するために使用すべ
き第１のＭＣＳを決定するために、プロセッサ回路により実行される決定コンポーネント
を更に有しても良い。装置は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウンリンク送
信を受信するために第１のＭＣＳを使用するために、プロセッサ回路により実行されるＭ
ＣＳコンポーネントを更に有しても良い。
【０１１７】
　例３７．例３５の装置は、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のｅＮＢからのダウンリンク
送信を受信するために使用すべき第２のＭＣＳを示すｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィー
ルドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを受信する受信コンポ
ーネントを有しても良い。装置は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウンリン
ク送信を受信するために第２のＭＣＳを使用するＭＣＳコンポーネントを更に有しても良
い。
【０１１８】
　例３８．例３７の装置において、前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じであっ
ても良い。
【０１１９】
　例３９．例３５の装置において、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥは、ＴＳ３６．３
３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従い、１又は複数のｅＮＢにより生成されても良い。
本例では、ｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値は、ＴＳ３６．２１３を含む第２
の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳインデックステー
ブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴＢＳイ
ンデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を有しても良い。
【０１２０】
　例４０．例３９の装置は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５６ＱＡ
Ｍは有効ではないことを示す。本例では、決定コンポーネントは、ＰＭＣＨを介するダウ
ンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第１の変調及
びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用するステップを更に有し
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ても良く、第１のＭＣＳは６以下の変調次数を有する。
【０１２１】
　例４１．例３９の装置は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５６ＱＡ
Ｍは有効ではないことを示す。本例では、決定コンポーネントは、ＰＭＣＨを介するダウ
ンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第１の変調及
びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用しても良く、第１のＭＣ
Ｓは２６以下のＴＢＳインデックスを有する。
【０１２２】
　例４２．例３９の装置において、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５
６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、決定コンポーネントは、ＰＭＣＨを介する
ダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第２の変
調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用しても良く、第１の
ＭＣＳは少なくとも８の変調次数を有する。
【０１２３】
　例４３．例３９の装置において、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５
６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、決定コンポーネントは、ＰＭＣＨを介する
ダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するために、第２の変
調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデックス値を使用しても良く、第１の
ＭＣＳは少なくとも２５のＴＢＳインデックスを有する。
【０１２４】
　例４４．例３６の装置は、ユーザインタフェースビューを提示するためにプロセッサ回
路に結合されるデジタルディスプレイを更に有しても良い。
【０１２５】
　例４５．例示的な方法は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に従い
動作可能なＵＥにおいて、ＰＭＣＨを介して１又は複数のｅＮＢからダウンリンク送信を
受信するために２５６ＱＡＭが有効であるか否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－Ｉｎ
ｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを、１又は複数のｅＮＢから受信するステップを有しても良い。方法
は、２５６ＱＡＭが有効か否かを決定するステップを更に有しても良い。方法は、ＰＭＣ
Ｈ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値に基づき、及
び２５６ＱＡＭが有効であると決定されたか否かに基づき、ＰＭＣＨを介してダウンリン
ク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定するステップを更に有しても良い
。方法は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウンリンク送信を受信するために
第１のＭＣＳを使用するステップを更に有しても良い。
【０１２６】
　例４６．例４５の方法は、ＵＥにおいて、ＰＭＣＣＨを介する１又は複数のｅＮＢから
のダウンリンク送信を受信するために使用すべき第２のＭＣＳを示すｓｉｇｎａｌｌｉｎ
ｇＭＣＳフィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを受信
するステップを有しても良い。方法は、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＣＨを介してダウ
ンリンク送信を受信するために第２のＭＣＳを使用するステップを更に有しても良い。
【０１２７】
　例４７．例４６の方法において、前記第２のＭＣＳは、前記第１のＭＣＳと同じであっ
ても良い。
【０１２８】
　例４８．例４５の方法において、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥは、ＴＳ３６．３
３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従い、１又は複数のｅＮＢにより生成されても良い。
本例では、ｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値は、ＴＳ３６．２１３を含む第２
の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及びＴＢＳインデックステー
ブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのための第２の変調及びＴＢＳイ
ンデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を有しても良い。
【０１２９】
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　例４９．例４８の方法において、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５
６ＱＡＭは有効ではないことを示す。本例では、第１の変調及びＴＢＳインデックステー
ブル及びＭＣＳインデックス値は、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために
使用すべき第１のＭＣＳを決定するために使用されても良く、第１のＭＣＳは６以下の変
調次数を有する。
【０１３０】
　例５０．例４８の装置は、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５６ＱＡ
Ｍは有効ではないことを示す。本例では、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及
びＭＣＳインデックス値は、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使用す
べき第１のＭＣＳを決定するために使用されても良く、第１のＭＣＳは２６以下のＴＢＳ
インデックスを有する。
【０１３１】
　例５１．例４８の方法において、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５
６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブ
ル及びＭＣＳインデックス値は、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使
用すべき第１のＭＣＳを決定するために使用されても良く、第１のＭＣＳは少なくとも８
の変調次数を有する。
【０１３２】
　例５２．例４８の装置において、２５６ＱＡＭが有効か否かを示すフィールドは、２５
６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブ
ル及びＭＣＳインデックス値は、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使
用すべき第１のＭＣＳを決定するために使用されても良く、第１のＭＣＳは少なくとも２
５のＴＢＳインデックスを有する。
【０１３３】
　例５３．例示的な少なくとも１つの機械可読媒体は、ＵＥにあるシステムで実行される
ことに応答して前記システムに例４５乃至５２のいずれか一項に記載の方法を実行させる
複数の命令を有しても良い。
【０１３４】
　例５４．例示的な装置は、例４５乃至５２のいずれか一項に記載の方法を実行する手段
を有しても良い。
【０１３５】
　例５５．例示的な少なくとも１つの機械可読媒体は、ＬＴＥ－Ａを含む１又は複数の３
ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠して動作可能なＵＥのシステムにおいて実行されることに応答
して、前記システムに、２５６ＱＡＭがＰＭＣＨを介する１又は複数のｅＮＢからのダウ
ンリンク送信を受信するために有効か否かを示すフィールドを含むＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬ
ｉｓｔ　ＩＥを１又は複数のｅＮＢから受信させ得る複数の命令を有しても良い。命令は
、システムにさらに、２５６ＱＡＭが有効か否かを決定させても良い。命令は、ＰＭＣＨ
－ＩｎｆｏＬｉｓｔ　ＩＥのｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値に基づき、及び
２５６ＱＡＭが有効であると決定されたか否かに基づき、ＰＭＣＨを介してダウンリンク
送信を受信するために使用すべき第１のＭＣＳを決定させても良い。命令は、システムに
さらに、１又は複数のｅＮＢからＰＭＣＨを介してダウンリンク送信を受信するために第
１のＭＣＳを使用させても良い。
【０１３６】
　例５６．例５５の少なくとも１つの機械可読媒体において、命令は、ＰＭＣＣＨを介す
る１又は複数のｅＮＢからのダウンリンク送信を受信するために使用すべき第２のＭＣＳ
を示すｓｉｇｎａｌｌｉｎｇＭＣＳフィールドの中の情報を含むＭＢＭＳ－ＡｒｅａＩｎ
ｆｏＬｉｓｔ　ＩＥを生成させても良い。命令は、システムにさらに、１又は複数のｅＮ
ＢからＰＭＣＣＨを介してダウンリンク送信を受信するために第２のＭＣＳを使用させて
も良い。
【０１３７】
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　例５７．例５６の少なくとも１つの機械可読媒体において、第２のＭＣＳは第１のＭＣ
Ｓと同じであっても良い。
【０１３８】
　例５８．例５５の少なくとも１つの機械可読媒体において、ＰＭＣＨ－ＩｎｆｏＬｉｓ
ｔ　ＩＥは、ＴＳ３６．３３１を含む第１の３ＧＰＰ　ＴＳに従い、１又は複数のｅＮＢ
により生成されても良い。本例では、ｄａｔａＭＣＳフィールドの中に示される値は、Ｔ
Ｓ３６．２１３を含む第２の３ＧＰＰ　ＴＳに含まれるＰＤＳＣＨのための第１の変調及
びＴＢＳインデックステーブルの、又はＴＳ３６．２１３にも含まれるＰＤＳＣＨのため
の第２の変調及びＴＢＳインデックステーブルの、ＭＣＳインデックス値を有する。
【０１３９】
　例５９．例５８の少なくとも１つの機械可読媒体において、２５６ＱＡＭが有効か否か
を示すフィールドは、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示す。本例では、命令は、シス
テムにさらに、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭ
ＣＳを決定するために、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデッ
クス値を使用させても良く、第１のＭＣＳは６以下の変調次数を有する。
【０１４０】
　例６０．例５８の少なくとも１つの機械可読媒体において、２５６ＱＡＭが有効か否か
を示すフィールドは、２５６ＱＡＭは有効ではないことを示す。本例では、命令は、シス
テムにさらに、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭ
ＣＳを決定するために、第１の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデッ
クス値を使用させても良く、第１のＭＣＳは２６以下のＴＢＳインデックスを有する。
【０１４１】
　例６１．例５８の少なくとも１つの機械可読媒体において、２５６ＱＡＭが有効か否か
を示すフィールドは、２５６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、命令は、システ
ムにさらに、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣ
Ｓを決定するために、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデック
ス値を使用させても良く、第１のＭＣＳは少なくとも８の変調次数を有する。
【０１４２】
　例６２．例５８の少なくとも１つの機械可読媒体において、２５６ＱＡＭが有効か否か
を示すフィールドは、２５６ＱＡＭは有効であることを示す。本例では、命令は、システ
ムにさらに、ＰＭＣＨを介するダウンリンク送信を受信するために使用すべき第１のＭＣ
Ｓを決定するために、第２の変調及びＴＢＳインデックステーブル及びＭＣＳインデック
ス値を使用させても良く、第１のＭＣＳは少なくとも２５のＴＢＳインデックスを有する
。
【０１４３】
　読者が技術的開示の特性及び主旨を迅速に解明できるように、要約を要求する３７Ｃ．
Ｆ．Ｒ　Section１．７２（ｂ）に従い、本開示の要約が提供されることを強調する。要
旨は例の範囲又は意味を解釈又は限定するために用いられるべきでないことが理解される
。また、上述の詳細な説明では、本開示の合理化のために、種々の特徴が単一の例に一緒
にグループ化されることが分かる。
【０１４４】
　この開示の方法は、請求される例が各請求項に明示的に記載されたよりも多くの特徴を
必要とするという意図を反映していると解釈するべきではない。むしろ、添付の請求項が
反映しているように、本発明の主題は、単一の開示された例の全ての特徴よりも少ない。
したがって、ここで、添付の請求項は、各請求項が別個の例として存在するとして、詳細
な説明に組み込まれる。添付の請求項では、用語「含む（including）」及び「（inwhich
）」は、それぞれ用語「comprising」及び「wherein」の英語の明白な等化語として用い
られる。さらに、用語「第１の」、「第２の」、「第３の」等は、単にラベルとして用い
られ、それらの目的語に数値的要件を課すことを意図しない。
【０１４５】
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　本発明の主題は構造的特徴及び／又は方法論的動作に特有の言葉で記載されたが、本発
明の主題は、特許請求の範囲に定められる上述の特定の特徴又は動作に限定されないこと
が理解されるべきである。むしろ、上述の特定の特徴及び動作は、特許請求の範囲の実施
の例示的形態として開示されたものである。
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